
もっといい女川（まち） （施政方針）

前年度比約10億円増（予算審査）

介護保険料改正（一般議案）

女川原発のいまを視察（委員会活動）

ズバリ！町政を問う（７議員が一般質問）

１７6
№

２～３
４～９
　　 10
　　 11
12～19

心待ちにした「春」

おながわ 令和６年４月17日

心待ちにした「春」

おながわ 令和６年４月17日
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３月
定例会ピーな町づくりをみんなで

未来へ」の想いは

海面陸上養殖等の

魚類ブランド化を進めては

　　基本的には、町内事業者の

　努力と取組を支え、ブランド

　化等実現に向けた努力をして

　いきます。

問
魚
類
ブ
ラ
ン
ド
化

出島架橋開通に伴う

町外者に対しての対応は
問

出
島
架
橋

　　企業誘致奨励金の活用、町

　内の既存業種との兼ね合いを

　踏まえ、町内外の企業交流の

　中で種々模索し、企業の誘致

　を推進します。

　　保護者の就労等、家庭の環

　境変化を踏まえ、子育て支援

　サービス提供のあり方を探り、

　これまでのソフト事業の周知

　と公民連携によるソフト事業

　を充実します。

企業誘致等による固定

資産税増や産業振興の取組は
問

企
業
誘
致

子育て支援政策の中で、
時代や環境の変化を捉えた
具体的な取組とは

問子
育
て

　議員７人による一般
質問の後、須田善明町
長の施政方針に対する
質疑を行い、町財政や
町づくりなどについて
ただし、また提案もし
ました。

　町提出案件は31件で
令和６年度一般・特別
・事業会計予算などを
審議、すべて原案のと
おり可決しました。

会期
３月１日～３月12日
３月定例会のあらまし

　　出島地区の方々との協議を

　踏まえ、標識やトイレの整備、

　地域おこし協力隊の現在のコ

　ンテンツ形成活動等、関係者

　のアイデアを生かし、行政と

　地域住民が一体となって島づ

　くりに取り組みます。

の  視  点

※

町
長
の
施
政
方
針
全
文
は
「
広
報
お
な
が
わ
４
月
号
」
に
記
載

答答 答答

答答答答

の  視  点

未来へ」の想いは
ピーな町づくりをみんなで
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施政方針の要諦は

町財政の現状と今後は

　　財政シミュレーションも踏

　まえ、最小の経費で最大の効

　果をあげるため、使用済核燃

　料税の導入、歳出の健全化や

　水道料金改定も視野に受益者

　負担の見直しも進めます。

問

住宅政策の複数人数世帯向け

物件の補助対象等見直しとは

　　複数人数世帯向けの物件が

　不足する見込みから、世帯の

　構成を踏まえ、間取り等を考

　慮して補助対象や範囲を見直

　すことを考えています。

問住
　
宅

財
　
政

　　自動運転の実証、ライドシ

　ェア、デマンド交通等々、タ

　クシー協会との連携も視野に

　入れ、さまざまな努力をして

　いきます。

　　バイパス事業も大切ですが、

　移転対象等の影響を受ける方

　々が一番大事ですので、そこ

　はきちんと寄り添って復興事

　業の経験を生かし、細かい対

　応をしていきます。

町民バス等交通網の整備は

どのように考えますか
問交

通
網

国道398号バイパスの延伸に
伴う大沢地区住民に対する
移転対象等相談窓口の対応は

問
国
道
398
号

議  員
町長の施政方針

ま　　ち

議  員

答答

答答 答答

答答

問「もっといい女川、もっといい問「もっといい女川、もっといい
ま　　ち施政方針の要諦は

答 かなりハッピーな町、もっともっとハッ答 かなりハッピーな町、もっともっとハッ



町税
33億479万円

繰入金
15億7063万円

諸収入
7億1576万円

国庫支出金
23億8513万円

地方交付税
4億円
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予算
審査

一般会計予算
99億7600万円
令和５年度比11.7％増

予算審査特別委員会概要歳入

一般会計予算の推移

0 20億 40億 60億 80億 100億

令和６年

令和５年

令和４年

令和３年

平成23年

 99億7600万円

 89億2400万円

105億4000万円

 99億円

 66億円

町債
3億8330万円

町民税・固定資産税など、
私たちが納めている税金

保険や医療など使い道の
決まった補助金

町の借り入れ金

0 20億 40億 60億 80億 100億

令和６年

令和５年

令和４年

令和３年

平成23年

予算審査特別委員会概要

一般会計予算の推移

の編成の編成

一般会計予算の説明
　令和６年度の一般会計予算は、令和５年度
の減少傾向から一転して増加に転じました。
　その要因として、12月に開通を目指す離島
・出島と本土を結ぶ出島架橋の建設事業費に
７億9600万円を計上しました。また、町内に
事業所や工場を設ける場合に交付する企業立
地奨励金に６億8700万円を盛り込みました。

　３月６日から11日まで開かれました。
当初予算は99億7600万円とし、今後
の財政課題・新規事業などを審議し、
一般・特別・事業会計予算のいずれ
も原案のとおり可決しました。
　　　委 員 長　鈴木　良徳
　　　副委員長　木村　公也

　３月６日から11日まで開かれました。
当初予算は99億7600万円とし、今後
の財政課題・新規事業などを審議し、
一般・特別・事業会計予算のいずれ
も原案のとおり可決しました。
　　　委 員 長　鈴木　良徳
　　　副委員長　木村　公也

その他
2億5655万円

県支出金
5億4772万円
県支出金
5億4772万円

繰入金
15億7063万円

その他
4億1212万円
その他
4億1212万円

諸収入
7億1576万円

一般会計予算の説明
　令和６年度の一般会計予算は、令和５年度
の減少傾向から一転して増加に転じました。
　その要因として、12月に開通を目指す離島
・出島と本土を結ぶ出島架橋の建設事業費に
７億9600万円を計上しました。また、町内に
事業所や工場を設ける場合に交付する企業立
地奨励金に６億8700万円を盛り込みました。
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歳出Chec
k①

Chec
k②

Chec
k③

ギカイ

ギカイ

ギカイ

収入超過者への
家賃補助はどの程度
収入超過者への
家賃補助はどの程度

家屋の固定資産税
軽減はいつまで

総務費
23億4335万円

土木費
17億307万円

衛生費
12億3093万円

民生費
11億8421万円

公債費
6億6672万円

消防費
2億8444万円

諸支出金
3114万円

予備費
2000万円

災害復旧費
1万円

議会費
9910万円

教育費
7億195万円

公債費
6億6672万円

町全般の管理事務
経費・選挙などのお金

前

原発関連の補助金
の見込みは
原発関連の補助金
の見込みは

　年度対比約10億円増　年度対比約10億円増

町の借り入れの返済金

家屋の固定資産税
軽減はいつまで

　東日本大震災で被災した住宅の所有者
の方が、その代替えとして新築取得した住
宅について、その住宅の床面積相当分で、
最初の４年間が２分の１、その後２年間
が３分の１の軽減措置です。

　東日本大震災で被災した住宅の所有者
の方が、その代替えとして新築取得した住
宅について、その住宅の床面積相当分で、
最初の４年間が２分の１、その後２年間
が３分の１の軽減措置です。

　現状は収入超過者が20人、高額所得者
が６人で合わせて26人です。家賃が一番
高い方は、月額15万6300円で半分程を補
助しています。

　現状は収入超過者が20人、高額所得者
が６人で合わせて26人です。家賃が一番
高い方は、月額15万6300円で半分程を補
助しています。

　今年度、電源立地地域対策交付金は
５億302万円と試算しています。令和７年
度は概算ですが、２号機の30年経過加算
として8260万円の追加を予定しています。

　今年度、電源立地地域対策交付金は
５億302万円と試算しています。令和７年
度は概算ですが、２号機の30年経過加算
として8260万円の追加を予定しています。

商工費
9億3230万円

農林水産費
7億7878万円

商工費
9億3230万円

農林水産費
7億7878万円

衛生費
12億3093万円

保険や介護、子育て
などに使うお金
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歳出

　　　　災害公営住宅入居者の中で、収入超過

　　　者等の受け皿になる複数人の入居可能な

　　　間取りが必要では。

　　　　これまで１Ｋが６戸、１ＬＤＫが43戸、

　　　２ＬＤＫが２戸、３ＬＤＫが４戸の整備

になります。今後、事業者からの問い合わせの

際にすり合わせを行います。

　　　　新規事業になりますが補助内容は。

　　　　県が設置するみやぎ結婚支援センター

　　　（みやマリ）への入会登録料11,000円に

対する半額（5,500円）補助します。

　20代の方は入会キャンペーンで半額となり、

町補助との併用が可能ですので、負担なく入会

できます。

民間アパート不足に対応

　　　　建設場所等を含め、住民の意向調査等

　　　充分に行いましたか。

　　　　これまで７回ほど打ち合わせを行い、
　　　現地での建て替えということになりまし

た。荷物の仮置は、旧浦宿一区集会所を使用し

ます。

　　　　システム導入時期と、効果は。

　　　　９月末を目途にしています。保育記録の

　　　データ化により、児童の登所、降所の管理

をはじめ、保護者連絡アプリの活用による情報共

有を図ります。さらに保育士間の情報共有等によ

り保育サービスの質と量の向上が図られます。

集会所の建て替えを進めますＩＣＴ化で保育業務の効率化

婚活を応援します

完成したアパート

楽しい給食 完成した浦宿一区集会所

結婚を誠実に希望する方を支援する
宮城県の公的なセンターです

民間賃貸住宅新築等支援金
結婚活動応援補助金結婚活動応援補助金

民間賃貸住宅新築等支援金
6000
万円

８
万円

1572
万円

8040
万円

大沢安住集会所建設工事（解体含む）保育業務支援システム 大沢安住集会所建設工事（解体含む）保育業務支援システム

6000
万円

８
万円

1572
万円

8040
万円
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　　　　令和５年度の活動人数と６年度の募集

　　　人数は。

　　　　現在女川町観光協会に２人、女川未来

　　　会議出島プロジェクトで３人が活動して

います。今年度３人増の計画で、８人体制を目

指しています。

　　　　昨年来海水の高温化で貝類のへい死が

　　　多くなっていますが加入促進は。

　　　　ホタテで約90％、カキで約40％の加入
　　　率になっています。６年度は加入者の個

人負担金に対し、35％補助になっており、制度
の周知を進め加入促進をします。

任期後の定住を期待

　　　　これまで予算計上がなかったのでは。

　　　　これまでヤフー株式会社が主体となっ
　　　て開催していましたが撤退しました。河

北新報、仙台市、東松島市、石巻市、女川町、

南三陸町、気仙沼市と宮城県で構成する一般社

団法人で実施することになります。

　　　　事業の目的、内容の説明を。

　　　　町内での新規創業者、事業承継者等へ

　　　支援することにより、商工業の振興を図

り、活性化及び雇用の確保につなげる。新築費

用は上限200万円（補助率2/3）、賃貸等内装費

用は上限100万円（補助率2/3）等となります。

ツール・ド・東北新たな体制で特色のある商店街を

共済で転ばぬ先の杖

作業中の養殖業者 令和６年度第１号の隊員（中央）

女川レンガみち周辺 みんなで盛り上げよう

3395
万円

284
万円

1100
万円

150
万円

3395
万円

284
万円

1100
万円

150
万円

漁業共済加入促進事業補助金 地域おこし協力隊募集業務委託料

創業等支援事業補助金 ツール・ド・東北共催自治体負担金

漁業共済加入促進事業補助金 地域おこし協力隊募集業務委託料

創業等支援事業補助金 ツール・ド・東北共催自治体負担金
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　　　　入れ替えた備蓄用食糧品は、どのよう

　　　に再利用されますか。

　　　　能登半島地震の支援、総合防災訓練や

　　　地区の訓練等に利用し、また社会福祉協

議会やフードバンクに提供、残りは保育所や小・中

学校で利用してもらうことを検討しています。

　　　　積雪後、通学路の歩道が凍っており

　　　１週間たっても解けていませんが対策は。

　　　　学校周りの除雪について、役場が全部

　　　すべきことか、学校と協力して行うか、

さまざまな方法を教育局と協議してみます。

大切な食料、無駄なく役立てよう

　　　　総合スポーツプログラム運営業務委託

　　　料とは、どのような事業ですか。

　　　　小学校低学年を対象としたスポーツ教
　　　室で、運動習慣や体力向上につなげよう

と放課後時間に週１～２回、実施します。

　　　　修学旅行費支援補助金の内容は。

　　　　今年度から始める、子育て支援策のひ

　　　とつで、小学６年生、中学３年生の修学

旅行費用の補助をしたいと考えています。

子どもたちに継続した運動の機会を子育てするなら女川で

積雪時の通学路、子どもたちの安全確保を

凍結した通学路　子どもたちの安全を第一に 能登半島地震、こちらが助ける番です

思い出いっぱいの修学旅行に 小学生になっても頑張るぞ

1300
万円

538
万円

371
万円

350
万円

1300
万円

538
万円

371
万円

350
万円

災害対策費

総合スポーツプログラム運営業務委託料修学旅行費支援補助金

道路除雪融雪作業委託料 災害対策費

総合スポーツプログラム運営業務委託料修学旅行費支援補助金

道路除雪融雪作業委託料
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令和6年度　一般会計予算 賛成 8人　反対２人

可決

　
財
政
調
整
基
金
14
億
円
を

取
り
崩
し
て
の
予
算
で
す
。

事
務
費
で
は
２
回
目
の
シ
ー

リ
ン
グ
を
設
定
し
約
３
０
０

０
万
円
の
経
費
を
抑
え
た
努

力
は
評
価
し
ま
す
。
必
要
な

事
業
も
あ
り
ま
す
が
本
町
の

身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
運
営

　
も
っ
と
い
い
ま
ち
、
も
っ

と
い
い
未
来
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
、
町
長
の
未
来
へ
向
け

覚
悟
を
持
っ
た
政
策
の
意
気

込
み
を
感
じ
ま
す
。
令
和
７

年
以
降
、
女
川
原
発
２
号
機

関
連
の
資
産
税
の
増
収
が
あ

り
当
面
は
財
政
の
心
配
あ
り

を
求
め
ま
す
。
能
登
地
震
を

教
訓
に
原
発
の
複
合
災
害
も

想
定
し
た
避
難
計
画
等
の
見

直
し
も
必
要
で
す
。
地
球
温

暖
化
対
策
で
は
包
括
的
な
省

エ
ネ
、
再
エ
ネ
補
助
金
の
導

入
に
期
待
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
力
を
入
れ
た
町

づ
く
り
を
強
く
主
張
し
ま
す
。

新
規
施
策
の
修
学
旅
行
費
支

援
補
助
金
や
給
食
費
支
援
補

助
金
は
評
価
し
ま
す
が
、
今

後
は
給
食
費
の
全
部
無
償
化

を
強
く
主
張
し
ま
す
。
総
括

的
な
考
え
の
も
と
反
対
討
論

と
し
ま
す
。

ま
せ
ん
が
、
そ
の
先
を
考
え

る
と
使
用
済
核
燃
料
税
の
導

入
も
検
討
す
る
段
階
に
き
て

い
ま
す
。
出
島
架
橋
で
は
開

通
後
の
各
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

島
の
魅
力
、
価
値
を
ど
う
伝

え
る
か
新
た
な
観
光
資
源
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
国

道
３
９
８
号
バ
イ
パ
ス
の
延

伸
で
は
関
係
者
の
不
安
に
寄

り
添
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
新
規
事
業
も
加
え
多
岐

に
わ
た
り
適
切
な
予
算
配
分

に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る

飛
躍
と
発
展
を
願
い
賛
成
の

討
論
と
し
ま
す
。

賛　成 反　対

阿
部
律
子 
議
員

宮
元
　
潔 

議
員

討論
私はこう考える

女川町のさらなる
飛躍と発展を願う

原発に依存しない
再生可能エネルギー
中心のまちづくりを

賛成 8人　反対２人

可決
令和6年度　一般会計予算

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す

討
論
は
７
分
10
秒
か
ら

令和６年度特別会計予算の主なもの

歳入歳出にそれぞれ８億４１５０万円

（前年度比 ７７０万円の減）

　　　　昨年よりに被保険者数が減っていますが、

　　　保険税が８０８万円増額になった要因は。

　　　　前年度と比較し、被保険者の所得金額が

　　　増え、所得割が増額になりました。

歳入歳出にそれぞれ８億６８１０万円

（前年度比 ３４９万円の減）

　　　　特別養護老人ホームおながわ、グルー

　　　プホームのどかの待機者の人数は。

　　　　特別養護老人ホームおながわが５８人、

　　　グループホームのどかは１１人です。

歳入歳出にそれぞれ１億１１２０万円

（前年度比 ６２４万円の増）

地方卸売市場特別会計　

　

歳入歳出にそれぞれ８２７０万円

（前年度比 ２１５万円の減）

　　　　市場経営の安定化を。繰入金が増えて

　　　いますが、今後の見通しと改善策は。

　　　　今後は施設管理費が減少していくのと、

　　　手数料の減免措置が元に戻れば、収支は

改善してくるものと考えます。介護保険特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

今年は大漁を願う



介護保険料改正
準備基金を活用して

　

歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
３
９
６
万
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
を
94
億
７

８
０
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

歳
出

♢
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

　
　
　
　
　
　
　
　

積
立
金

　
　
　

１
８
９
６
万
３
千
円

♢
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

　
　
　

被
災
地
へ
の
義
援
金

　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

♢
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

　

給
付
金　
　
　
　
　

①
へ

　
　
　
　
　

３
２
５
０
万
円

♢
物
価
高
騰
対
策
高
齢
者
施

　

設
・
障
害
福
祉
施
設
支
援

　

金　
　
　
　
　
　

75
万
円

♢
物
価
高
騰
対
策
医
療
機
関

　

支
援
金　
　
　
　

20
万
円

♢
水
産
加
工
団
地
排
出
処
理

　

施
設
損
失
補
償
金　

②
へ

　
　
　

２
０
４
７
万
２
千
円

　
　
　
　

給
付
金
対
象
者
の

　
　
　

内
訳
は
。

　
　
　
　

均
等
割
課
税
世
帯

　
　
　

１
世
帯
10
万
円
で
２

５
０
世
帯
。
子
ど
も
加
算

♢
万
石
浦
漁
港
針
浜
地
区
公

　

有
水
面
の
埋
立
て

♢
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被

　

災
地
へ
の
義
援
金

　
　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

　
　
　
　

義
援
金
志
賀
町
５

　
　
　

０
０
万
円
、
能
登
町
、

穴
水
町
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万

円
の
支
出
に
関
す
る
基
準
は
。

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
の

　
　
　

時
の
義
援
金
と
同
額

の
支
出
で
す
。
基
準
は
そ
の

都
度
被
災
規
模
等
に
応
じ
て

町
長
協
議
を
行
い
決
定
し
ま

す
。
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♢
女
川
町
浦
宿
駅
待
合
施
設

　

条
例
の
制
定

♢
女
川
町
第
２
号
会
計
年
度

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
等
の
一
部
改
正　

①
へ

♢
女
川
町
介
護
保
険
条
例
の

　

一
部
改
正　
　
　
　

②
へ

　

・
現
行
の
標
準
９
段
階
か

　

ら
13
段
階
へ
の
多
段
階
化

　

を
行
い
、
高
所
得
者
の
標

　

準
乗
率
の
引
き
上
げ
、
低

　

所
得
者
の
標
準
乗
率
の
引

　

き
下
げ
を
図
る
も
の

♢
女
川
町
上
水
道
事
業
給
水

　

条
例
の
一
部
改
正　

③
へ

♢
女
川
町
下
水
道
条
例
の
一

　

部
改
正　
　
　
　
　

④
へ

　
　
　
　

会
計
年
度
任
用
職

　
　
　

員
の
待
遇
改
善
は
重

要
で
す
が
、
新
年
度
で
の
増

加
額
は
。

　
　
　
　

新
た
に
勤
勉
手
当

　
　
　

を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
総
額
で
２
４
０
０
万

円
程
度
の
増
で
す
。

　
　
　
　

物
価
高
騰
の
中
で

　
　
　

の
値
上
げ
は
つ
ら
い

の
で
す
が
、
将
来
を
見
通
し

て
、
多
段
階
化
に
よ
る
高
所

得
者
へ
の
引
き
上
げ
と
、
低

所
得
者
へ
は
引
き
下
げ
の
内

容
で
す
。
基
金
を
活
用
し
て

い
る
こ
と
等
、
町
民
の
理
解

を
得
る
説
明
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　

基
金
は
令
和
22
年

　
　
　

度
ま
で
の
維
持
を
考

え
な
が
ら
、
な
る
べ
く
介
護

保
険
を
使
わ
な
い
よ
う
な
、

健
康
を
維
持
す
る
よ
う
な
算

段
を
取
り
つ
つ
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　
　
　

導
入
で
の
収
入
増
は
。

　
　
　
　

上
水
道
で
年
間
約

　
　
　

30
万
円
、
下
水
道
で

約
６
万
円
増
の
見
込
み
で
す
。

一  

般  

議  

案

専  

決  

処  

分

補  

正  

予  

算

人  

事  

案  

件

①
待
遇
改
善
で
の
増
額
は

②
損
失
補
償
金
の
増
は

①
対
象
者
は
何
人
く
ら
い

③
④
一
部
改
正
で
ど
う
な
る

②
保
険
料
改
正
に
は

　
　
て
い
ね
い
な
説
明
を

公
有
水
面
埋
立

条 

例 

の 

制 

定

閉
会
中
の
継
続
調
査

（
均
等
割
、
非
課
税
世
帯
）

は
１
人
当
た
り
５
万
円
で
、

１
５
０
人
の
見
込
み
で
す
。

　
　
　
　

水
産
加
工
団
地
の

　
　
　

損
失
補
償
金
が
前
年

度
よ
り
増
の
要
因
は
。

　
　
　
　

契
約
の
半
数
近
く

　
　
　

の
数
量
（
１
日
１
０

０
０
㌧
）
で
、
さ
ら
に
電
気

代
、
人
件
費
等
の
経
費
10
㌫

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

♢
副
町
長

　

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

伊
丹
　
相
治
　
氏

♢
総
務
民
生
常
任
委
員
会

・
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

♢
産
業
教
育
常
任
委
員
会

・
震
災
後
の
水
産
業
の
現
状

　

と
課
題
に
つ
い
て

一日も早い復興を願って

新しくなった浦宿駅待合施設

介護保険料改正
基準額保険料月額300円の増基準額保険料月額300円の増
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女川２号機再稼働へ

　

安
全
対
策
工
事
の
完
了
に

向
け
て
、
各
設
備
の
工
事
お

よ
び
使
用
前
事
業
者
検
査
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

安
全
対
策
工
事
完
了
以
降
、

重
大
事
故
時
等
に
係
る
訓
練

や
各
種
検
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
燃
料
装
荷
や
原
子

炉
復
旧
等
の
作
業
を
行
っ
た

う
え
で
再
稼
働
お
よ
び
営
業

運
転
再
開
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
る
。

　

万
一
の
事
故
の
進
展
に
応

じ
た
二
重
三
重
の
対
策
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
津

波
対
策
と
し
て
、
最
高
水
位

23
・
１
㍍
の
津
波
を
想
定
し

た
海
抜
29
㍍
の
防
潮
堤
お
よ

び
盛
土
堤
防
の
作
業
が
完
了

し
て
い
る
。

　

安
全
対
策
工
事
完
了
時
期

を
「
２
０
２
４
年
６
月
」
に

見
直
す
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
再
稼
働
時
期
は
「

２
０
２
４
年
９
月
頃
」
営
業

運
転
開
始
は
「
２
０
２
４
年

10
月
頃
」
と
想
定
さ
れ
る
。

　

大
規
模
な
原
子
力
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
現
地
対
策

本
部
と
な
る
緊
急
時
対
策
所

の
設
置
、
整
備
が
完
了
し
て

い
る
。

　

設
備
面
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
た

訓
練
が
繰
り
返
し
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

自
治
体
と
連
携
し
た
避
難

訓
練
、
放
射
線
量
測
定
な
ど

の
訓
練
も
実
施
さ
れ
た
。

　

再
稼
働
に
伴
い
、
女
川
２

号
機
の
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

が
、
再
稼
働
か
ら
４
年
程
度

で
貯
蔵
容
量
の
上
限
に
達
す

る
。
使
用
済
燃
料
を
発
電
所

発対策
特別委員会

再
稼
働
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

安
全
対
策
の
全
体
像

完
了
時
期
の
見
直
し

事
故
対
応
の
基
盤
整
備

か
ら
搬
出
す
る
ま
で
の
間
、

発
電
所
の
敷
地
内
で
一
時
的

に
貯
蔵
す
る
施
設
と
し
て
新

た
に
設
置
さ
れ
る
。

　

使
用
済
燃
料
を
収
納
す
る

た
め
の
乾
式
貯
蔵
容
器
は
、

放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
、

放
射
線
の
遮
へ
い
、
臨
界
防

止
、
除
熱
の
４
つ
の
安
全
機

能
を
有
す
る
。

議
会
よ
り

　

２
号
機
再
稼
働
へ
向
け
た

安
全
対
策
の
説
明
を
聞
き
、

二
重
三
重
の
徹
底
さ
れ
た
対

策
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
今
ま
で
以
上
の
安
心
・

安
全
を
築
き
、
住
民
へ
向
け

て
も
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

〜
懇
談
会
〜

　

身
近
な
町
内
事
業
者
の
現

状
と
課
題
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か

し
ま
す
。

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設

３
  29

共施設整備対策
特別委員会

３
  19

津波対策　海抜29㍍「防潮堤」

現地対策本部となる緊急時対策所

町内建設業の実態は

建
設
組
合

Public Facility

Nuclear Power 安 全 対 策 工 事安 全 対 策 工 事

公

原
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なお、議会中継は女川町議会ホームページで
配信しますので、ご視聴願います。

詳しくは、町議会事務局（電話54-3131内線312）
へお気軽にお問い合わせください。

ズバリ 町政を問う町政を問う

　一般質問は、町政に関して議員が質問を行い、
新たな施策の提案や意見を延べ、時には是正を
求め、町政をより良い方向へ導くものです。

　一般質問は、町政に関して議員が質問を行い、
新たな施策の提案や意見を延べ、時には是正を
求め、町政をより良い方向へ導くものです。

宮坂　千尋議員……………Ｐ13
（１）地域の魅力を活かした休憩場所を

（２）女川町公式ＬＩＮＥ導入の検討は

　

隅田　　翔議員……………Ｐ14
（１）町政１００周年事業で活性化を

（２）能登半島地震の教訓を生かして

　

阿部　　薫議員……………Ｐ15
（１）港湾、漁港の現況と安全対策確立

（２）指定避難所の今後は

　

髙野　　晃議員……………Ｐ17
（１）住民の不安に向き合う原発行政を

（２）民有空き地の雑草問題は

（３）加齢性難聴に問題意識を

　

阿部　律子議員……………Ｐ18
（１）能登半島地震の教訓と避難訓練

（２）「国保の県単位化」の現状と課題

　

鈴木　公義議員……………Ｐ19
（１）どうする人口減少対策

（２）温暖化に向けた水産振興は

（３）能登半島への支援は

　

鈴木　良徳議員……………Ｐ16
（１）出島架橋完成行事の計画は

（２）学校部活動地域移行の準備状況は

　

７　議　員　が　質　問

※　３問目の一般質問は、紙面の都合上、
　すべて見出しのみの掲載としています。

次回の定例会は６月17日からの予定です。
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問
　
現
状
、
利
用
者
が
い
な

い
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
。
熱
中

症
対
策
の
課
題
が
示
さ
れ
る

マ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
へ
移
設
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

答
　
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
は
、
常
設
の
建
築
物
と

し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
交
付
金
を
活
用
し
て
い

る
た
め
目
的
外
使
用
を
行
う

場
合
、
交
付
金
返
還
を
求
め

ら
れ
る
理
由
か
ら
議
員
よ
り

提
案
を
い
た
だ
い
た
内
容
を

実
施
す
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

　

施
設
整
備
の
可
否
に
つ
い

問　
幅
広
い
世
代
で
利
用
者

が
多
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
災
害
時

や
緊
急
時
、
正
し
い
情
報
を

即
時
に
発
信
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
欲
し
い
情
報
を
選
ん

で
受
け
取
る
利
便
性
に
も
優

れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も

活
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が

本
町
の
導
入
の
検
討
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
既
に
全

国
６
割
以
上
の
自
治
体
で
活

用
さ
れ
て
い
て
、
地
域
住
民

に
対
す
る
身
近
な
情
報
収
集

等
の
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
方

自
治
体
に
お
け
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
国
の
関
係
機
関
か
ら
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
提
示
さ
れ
、

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
を
背
景
と

し
た
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し

て
の
活
用
や
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
等
の
留
意
事
項
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
行
政
情

報
の
発
信
等
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
「
Ｘ
」
の

活
用
の
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

は
じ
め
と
し
、
エ
リ
ア
メ
ー

ル
や
そ
の
他
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
除

外
せ
ず
に
今
後
の
導
入
を
検

討
し
ま
す
。

宮
坂
　
千
尋
議
員

み
や 

さ
か         

ち   

ひ
ろ

地域の魅力を活かした休憩場所を
関係部局と協議し検討します。

答弁者　産業振興課長

女川町公式ＬＩＮＥ導入の検討は
情報発信ツールとして活用を検討

答弁者　総務課長

「オレンジハウス」有効活用を

情報発信に即時性と利便性を

Ｑ
Ｒ
ｺ
ｰ
ド
か
ら

一
般
質
問
の
動
画

が
見
ら
れ
ま
す

て
は
、
指
定
管
理
者
を
含
め

関
係
者
と
協
議
・
検
討
し
ま

す
。

問
　
公
園
利
用
者
の
休
憩
場

所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
の
生

き
物
の
展
示
等
を
行
い
、
海

岸
広
場
全
体
と
し
て
の
魅
力

を
高
め
る
活
性
化
対
策
と
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

答
　
生
物
の
飼
育
展
示
は
、

専
門
的
な
人
材
や
施
設
の
確

保
が
非
常
に
難
し
く
難
易
度

が
高
い
と
考
え
ま
す
。
写
真

や
パ
ネ
ル
展
示
と
い
っ
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課

題
と
し
て
、
検
討
し
ま
す
。
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町政１００周年事業で活性化を
地域の皆様と一緒に取り組む

隅
田
　
　
翔
議
員

具
現
化
に
向
け
て
取
り
組
み
、

１
０
０
周
年
の
大
き
な
節
目

を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
、
次

に
向
か
う
力
に
変
え
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
事
業
の
成
功
に
は
計
画

作
り
も
重
要
で
す
。
今
後
の

実
施
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答　
令
和
６
年
度
に
役
場
内

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
地
域
の
皆
様
と

一
緒
に
事
業
化
に
向
け
た
体

制
を
つ
く
り
、
７
年
度
の
中

途
か
ら
８
年
度
に
か
け
て
事

業
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　
町
政
１
０
０
周
年
事
業
は

こ
れ
ま
で
町
を
築
い
て
き
た

先
人
を
敬
い
、
新
た
な
１
０

０
年
へ
と
町
政
を
推
進
す
る

絶
好
の
機
会
で
す
。

問
　
記
念
事
業
と
し
て
、
ペ

タ
ン
ク
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
、
音
楽
イ
ベ
ン

ト
な
ど
町
民
が
主
体
的
に
関

わ
り
楽
し
め
る
事
業
展
開
を
。

答
　
関
係
団
体
か
ら
の
提
案
、

町
民
会
議
や
実
行
委
員
会
な

ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

場
を
と
お
し
て
、
町
の
伝
統

も
重
視
し
つ
つ
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
や
提
案
を
い
た
だ
き

問　
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
で
は
、
簡
易
ト

イ
レ
な
ど
備
蓄
品
の
不
足
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町

で
の
災
害
時
に
お
け
る
簡
易

ト
イ
レ
等
も
含
め
た
備
蓄
品

の
確
保
状
況
は
十
分
で
す
か
。

答　
簡
易
ト
イ
レ
や
備
蓄
食

料
等
は
一
定
程
度
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
。
災
害
の
規
模
等

に
よ
り
備
蓄
品
が
不
足
す
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
災
害
協

定
を
締
結
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
に
随
時
、
要
請
を

行
い
、
補
充
し
て
い
き
ま
す
。

問　
震
災
か
ら
復
興
へ
と
歩

み
を
進
め
る
本
町
の
町
づ
く

り
や
行
政
の
取
組
は
被
災
地

の
参
考
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
「
女
川
モ
デ
ル
」
と

し
て
ま
と
め
上
げ
て
国
内
外

の
被
災
地
の
復
興
の
一
助
に

し
て
は
。

答　
私
た
ち
が
経
験
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
の
協
力
関
係
、

体
制
、
取
組
を
も
っ
て
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

災
対
本
部
会
議
録
や
復
興
記

録
誌
も
一
つ
の
材
料
と
し
つ

つ
体
制
を
整
備
し
、
能
登
半

島
地
区
各
自
治
体
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

す
み  

た        

　
　
し
ょ
う

町民主体の１００周年事業を

能登半島の被災者へ想いを寄せて

答弁者　町長

能登半島地震の教訓を生かして
有事に備えた備蓄品の整備を行う

答弁者　町長　企画課長

Ｑ
Ｒ
ｺ
ｰ
ド
か
ら

一
般
質
問
の
動
画

が
見
ら
れ
ま
す
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能
登
半
島
地
震
の
深
刻
な

被
害
を
目
に
し
、
我
々
も
13

年
前
の
被
害
状
況
を
振
り
返

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
漁

港
の
安
全
対
策
を
伺
い
ま
す
。

問
　
女
川
湾
内
、
北
浦
・
五

部
浦
地
区
、
出
島
、
江
島
に

お
け
る
漁
港
の
隆
起
変
動
は
。

答
　
国
土
地
理
院
の
公
表
値

に
よ
れ
ば
、
町
内
に
設
置
し

て
あ
る
電
子
基
準
点
で
は
、

震
災
直
後
に
約
89
㌢
㍍
の
沈

降
が
記
録
さ
れ
、
令
和
３
年

２
月
ま
で
の
10
年
間
で
約
63

㌢
㍍
の
隆
起
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
　
各
港
に
設
置
済
み
の
救

難
用
は
し
ご
の
安
全
性
は
万

全
で
す
か
。
ま
た
、
設
置
予

定
数
量
に
対
し
て
の
完
了
数

と
今
後
の
設
置
計
画
は
。

　
女
川
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
指

定
避
難
所
に
関
し
て
、
津
波

浸
水
区
域
の
設
定
に
伴
う
見

直
し
案
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問
　
現
在
の
指
定
避
難
所
の

町
内
総
数
は
。

答
　
災
害
対
策
基
本
法
お
よ

び
女
川
町
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
41
カ
所
を
指
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
水
害
、
土
砂
災
害
、
高

潮
、
津
波
、
原
子
力
災
害
等

に
お
け
る
各
地
区
避
難
所
の

見
直
し
案
は
。

答
　
宮
城
県
が
公
表
し
た
津

波
浸
水
想
定
の
見
直
し
に
よ

り
浸
水
す
る
指
定
避
難
所
が

11
カ
所
あ
り
ま
す
の
で
、
津

波
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て

の
指
定
を
解
除
す
る
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

問
　
避
難
所
用
地
の
提
供
に

つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
場
合

の
当
局
の
対
応
は
。

答
　
具
体
的
な
提
案
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
用
地
が

各
種
別
の
災
害
避
難
所
や
避

難
場
所
と
し
て
安
全
な
場
所

か
ど
う
か
な
ど
総
合
的
に
確

認
の
う
え
検
討
し
ま
す
。

阿
部
　
　
薫
議
員

 

あ    

べ        

　
　
か
お
る

港湾、漁港の現況と安全対策確立
引き続き、安全対策を講じていく

答弁者　建設課長

指定避難所の今後は
災害想定に応じて見直しを検討

答弁者　企画課長

さらなる安全対策の改善を

答
　
本
町
管
理
13
漁
港
に
設

置
し
て
い
る
は
し
ご
に
つ
い

て
は
、
年
一
回
安
全
性
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
は
し
ご
の
設
置
予

定
数
は
全
体
で
１
５
７
基
と

な
っ
て
い
て
、
令
和
５
年
度

末
ま
で
に
１
２
０
基
の
設
置

が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　

令
和
６
年
度
以
降
残
り
の

37
基
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
　
出
島
架
橋
開
通
後
の
出

島
、
寺
間
地
区
は
、
来
島
者

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
が

漁
港
で
の
安
全
対
策
は
。

答
　
観
光
担
当
課
で
あ
る
産

業
振
興
課
や
関
係
機
関
と
の

調
整
を
図
り
、
漁
業
者
な
ら

び
に
観
光
客
に
と
っ
て
よ
り

良
い
漁
港
施
設
内
の
安
全
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
ｺ
ｰ
ド
か
ら

一
般
質
問
の
動
画

が
見
ら
れ
ま
す

どうする避難所の見直し案は
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出島架橋完成行事の計画は
開通当日に完成式典を実施します

鈴
木
　
良
徳
議
員

大
会
復
活
を
視
野
に
架
橋
を

駆
け
抜
け
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

開
催
の
考
え
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
単
独

で
は
難
し
い
の
で
、
町
と
町

教
育
委
員
会
も
交
え
て
実
行

委
員
会
体
制
の
も
と
公
民
連

携
で
行
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

答　
女
川
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
考
え
て
い
る

の
か
を
ま
ず
伺
っ
て
か
ら
、

町
と
し
て
協
力
で
き
る
部
分

は
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
本
年
の
12
月
に

は
出
島
架
橋
の
完
成
で
す
。

問　
令
和
６
年
度
の
事
業
計

画
に
お
い
て
、
12
月
完
成
予

定
の
出
島
架
橋
完
成
記
念
事

業
の
概
要
は
。 

答　
出
島
架
橋
開
通
当
日
に

完
成
を
記
念
し
て
、
来
賓
お

よ
び
島
民
関
係
者
を
招
待
し
、

完
成
式
典
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
式
典
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
現
在
調
整
中
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問　
女
川
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

で
は
、
う
み
ね
こ
マ
ラ
ソ
ン

　

中
学
校
部
活
動
の
あ
り
方

が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

問　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
以
降
の
本
町
の
学
校

部
活
動
地
域
移
行
の
課
題
は
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と

意
見
交
換
を
行
い
、
ま
ず
は

外
部
コ
ー
チ
の
活
用
を
含
め

て
少
し
ず
つ
進
め
て
い
く
こ

と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
様
子
や
顧
問
の

先
生
の
考
え
方
も
踏
ま
え
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
国
県
と
し
て
、
市
町
村

と
し
て
、
部
活
動
の
学
校
教

育
の
一
環
と
し
て
の
位
置
づ

け
が
、
将
来
的
に
社
会
教
育

に
移
行
す
る
流
れ
で
す
か
。

答　
平
日
の
部
活
動
は
、
休

日
の
地
域
移
行
が
県
全
体
で

整
っ
て
か
ら
と
さ
れ
て
い
て
、

ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
部
分
が

多
々
あ
り
ま
す
。

問　
学
校
部
活
動
は
、
仮
に

地
域
移
行
に
な
っ
た
と
し
て

も
学
校
密
着
型
活
動
が
理
想

と
考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て

の
考
え
は
。

答　
子
育
て
中
の
先
生
が
子

ど
も
を
預
け
て
部
活
動
に
来

る
実
態
も
あ
り
、
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も

あ
り
ま
す
。

す
ず  

き         

よ
し 

の
り

完成が待たれる出島架橋

学校部活動の今後は

答弁者　建設課長　教育局長

学校部活動地域移行の準備状況は
地域移行を見据えて部活動を精選

答弁者　教育長

Ｑ
Ｒ
ｺ
ｰ
ド
か
ら

一
般
質
問
の
動
画

が
見
ら
れ
ま
す
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問　
能
登
地
震
の
状
況
を
受

け
、
本
町
で
も
政
府
の
地
震

調
査
委
員
会
に
対
し
女
川
原

発
周
辺
１
０
０
㌔
㍍
の
海
域

を
含
め
た
活
断
層
の
調
査
や

評
価
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答　
こ
れ
ま
で
の
審
査
の
中

で
評
価
は
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
知
見
等
が
出
て
バ
ッ

ク
フ
ィ
ッ
ト
等
へ
の
対
策
が

求
め
ら
れ
れ
ば
対
応
し
て
い

く
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

に
つ
い
て
原
子
力
規
制
庁
は

複
数
の
通
信
業
者
を
利
用
し

た
多
重
化
の
強
化
、
放
射
線

量
を
測
定
で
き
る
ド
ロ
ー
ン

の
導
入
な
ど
多
様
化
を
進
め

る
方
針
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
対
策
は
と
っ
て
い
ま
す
か
。

答　
女
川
原
子
力
発
電
所
で

は
、
震
災
前
か
ら
通
信
の
二

重
化
を
行
っ
て
い
た
と
確
認

し
て
い
ま
す
。

問　
複
合
災
害
時
の
空
路
や

海
路
で
の
避
難
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
方
法
で
す
か
。

答　
空
路
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

海
路
は
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
災
害
の

状
況
に
応
じ
て
ベ
ス
ト
な
手

法
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　
民
有
空
き
地
に
お
い
て

雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

近
隣
住
民
か
ら
相
談
や
苦
情

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　
令
和
４
年
度
と
５
年
度

で
計
６
件
の
相
談
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
隣
地
の
雑
草
や
害

虫
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
。

問　
町
で
は
民
有
空
き
地
の

雑
草
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
き
ま

し
た
か
。

答　
個
人
の
所
有
地
の
除
草

等
は
、
所
有
者
自
ら
で
行
っ

て
も
ら
う
の
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
所
有
者
が
不
明

な
ど
個
人
で
の
対
応
が
難
し

い
場
合
は
、
町
か
ら
所
有
者

に
現
状
を
知
ら
せ
改
善
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問　
町
内
会
や
近
隣
住
民
が

好
意
で
雑
草
処
理
を
す
る
に

も
問
題
が
起
き
る
可
能
性
を

捨
て
き
れ
ま
せ
ん
。
空
き
地

の
雑
草
除
去
に
関
す
る
条
例

の
制
定
も
し
く
は
個
別
政
策

で
の
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答　
条
例
で
は
な
く
、
他
自

治
体
の
取
組
を
参
考
に
繰
り

返
し
現
状
を
伝
え
改
善
を
促

す
よ
う
町
で
も
協
力
し
ま
す
。

髙
野
　
　
晃
議
員

た
か  

の       

　
　  

あ
き
ら

住民の不安に向き合う原発行政を
審査の中で評価されていると認識

答弁者　町長　企画課長

民有空き地の雑草問題は
町も協力して繰り返し改善を促す

答弁者　町民生活課長

複合災害時の避難経路は　(撮影：木村博之)

宅地に生い茂るススキやマツの木

加
齢
性
難
聴
に
問
題
意
識
を

引
き
続
き
状
況
把
握
に
努
め
ま
す

　
答
弁
者
　
健
康
福
祉
課
長

Ｑ
Ｒ
ｺ
ｰ
ド
か
ら

一
般
質
問
の
動
画

が
見
ら
れ
ま
す
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能登半島地震の教訓と避難訓練
原子力防災訓練への関心を高める

阿
部
　
律
子
議
員

答　
ア
プ
リ
の
利
用
者
は
33

人
中
16
人
で
し
た
。
ア
プ
リ

対
応
が
難
し
い
方
は
従
来
ど

お
り
の
方
法
で
避
難
所
ま
で

移
動
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
能
登
半
島
地
震
を
受
け

て
（
津
波
、
道
路
の
寸
断
、

家
屋
の
倒
壊
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
の
損
壊
、
停
電
等
）

の
避
難
計
画
、
避
難
訓
練
に

活
か
す
べ
き
教
訓
は
。

答　
原
子
力
防
災
を
行
う
前

提
と
し
て
、
自
然
災
害
へ
の

防
災
対
策
や
取
組
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
（
１
月

20
日
実
施
）
の
様
子
を
登
米

総
合
体
育
館
ま
で
移
動
し
視

察
し
て
き
ま
し
た
が
、

問　
町
民
33
人
参
加
の
経
緯

と
、
今
後
参
加
者
を
大
幅
に

増
や
す
た
め
の
具
体
策
は
。

答　
栗
原
市
瀬
峰
地
区
に
避

難
す
る
こ
と
に
な
る
行
政
区

を
対
象
に
募
集
し
、
33
人
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
他
市

町
の
訓
練
な
ど
を
参
考
に
参

加
者
の
拡
大
を
検
討
し
ま
す
。

問　
今
回
の
携
帯
ア
プ
リ
活

用
の
状
況
と
、
活
用
で
き
な

い
人
へ
の
対
応
は
。

　

２
０
１
８
年
に
始
ま
っ
た

「
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
」

か
ら
６
年
が
経
過
。
町
の
努

力
も
あ
り
２
億
円
の
繰
入
れ

で
大
幅
な
負
担
増
は
避
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、

問　
国
保
財
政
の
現
状
に
つ

い
て
、
以
前
全
国
知
事
会
で

国
へ
１
兆
円
の
財
政
支
援
を

要
望
し
て
き
た
経
緯
等
も
含

め
て
、
取
組
状
況
は
。

答　
国
保
税
の
負
担
率
を
協

会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ

る
た
め
、
平
成
26
年
に
全
国

知
事
会
が
国
に
公
費
１
兆
円

の
投
入
を
要
望
し
、
現
在
は

３
４
０
０
億
円
の
支
援
が
あ

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
公
費

の
拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

問　
滞
納
状
況
の
実
態
と
、

短
期
被
保
険
証
の
取
扱
い
は
。

答　
令
和
４
年
度
決
算
で
合

計
で
約
１
８
０
０
万
円
の
滞

納
が
あ
り
、
滞
納
者
に
は
有

効
期
限
６
カ
月
の
短
期
被
保

険
者
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
県
単
位
化
の
見

通
し
と
課
題
は
。

答　
令
和
12
年
度
に
税
率
の

県
内
統
一
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、
最
終
税
率
が
不
明
の

た
め
、
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

 

あ   

べ          

り
つ  

こ

能登地震を受けて避難の見直しを

国保税が高くて支払いが大変

答弁者　町長　企画課長

「国保の県単位化」の現状と課題
今後示される県内統一税率を注視

答弁者　町長　税務・町民生活課長

Ｑ
Ｒ
ｺ
ｰ
ド
か
ら

一
般
質
問
の
動
画

が
見
ら
れ
ま
す
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
「
将
来
推
計
人

口
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
５
０
年
の
本
町
の
人
口

は
52
・
４
㌫
減
の
３
０
６
２

人
と
な
り
、
減
少
率
は
県
内

で
４
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
本
町
で
の
人
口
減
少
に

対
す
る
見
解
お
よ
び
移
住
施

策
等
の
人
口
減
少
対
策
を
伺

い
ま
す
。

答　
人
口
減
少
抑
制
の
た
め

の
各
種
施
策
の
効
果
も
あ
り
、

直
近
５
カ
年
の
年
少
人
口
か

ら
将
来
も
生
産
年
齢
人
口
を

現
状
同
様
に
維
持
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
定
住

促
進
事
業
補
助
金
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
な
が
ら
町
の
魅

力
を
伝
え
る
営
業
力
、
発
信

力
の
強
化
を
図
り
地
域
の
総

合
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

問　
活
性
化
に
よ
り
人
口
減

少
対
策
の
一
助
と
な
り
う
る

「
町
民
会
議
」
の
こ
れ
ま
で

の
動
き
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
こ
れ
ま
で
町
民
会
議
を

７
回
開
催
し
、
実
施
し
た
い

と
い
う
活
動
が
13
件
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
の
地
球
温
暖
化
の
影

響
と
見
ら
れ
る
周
辺
の
海
水

温
度
の
変
化
に
よ
り
、
本
町

の
水
産
業
に
も
不
気
味
な
影

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
サ
ン

マ
の
不
漁
、
イ
サ
ダ
等
春
漁

の
不
漁
も
あ
り
、
水
産
加
工

業
者
の
原
料
不
足
が
見
ら
れ

ま
す
。
水
産
養
殖
に
お
い
て

も
、
ホ
タ
テ
、
カ
キ
、
ホ
ヤ

の
へ
い
死
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

問　
水
産
加
工
業
者
、
流
通

業
者
に
対
す
る
行
政
支
援
は
。

答　
水
揚
数
量
減
少
に
伴
い

経
営
に
影
響
を
受
け
た
中
小

事
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
、
資
金
を
借
入
し
た
際

に
係
る
利
子
補
給
制
度
を
構

築
し
、
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

が
、
次
年
度
以
降
も
継
続
す

る
予
定
で
す
。

問　
漁
業
、
水
産
養
殖
業
者

に
対
す
る
施
策
は
。

答　
漁
業
共
済
加
入
促
進
に

向
け
た
掛
金
に
対
す
る
助
成

を
実
施
す
る
と
と
も
に
昨
今

の
海
況
変
化
に
関
し
、
新
た

な
魚
種
等
で
の
養
殖
業
の
実

現
可
能
性
を
県
や
漁
協
、
漁

業
者
等
と
連
携
し
調
査
、
検

討
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

鈴
木
　
公
義 

議
員

す
ず  

き
　
　
　
き
み 

よ
し

どうする人口減少対策
人口減少抑制対策を継続的に実施

答弁者　企画課長

温暖化に向けた水産振興は
新たな魚種等での養殖業に向け

答弁者　産業振興課長

町民会議で活性化を

大型定置のイワシ水場

能
登
半
島
へ
の
支
援
は

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
継
続
す
る

　
　
　
答
弁
者
　
総
務
課
長

Ｑ
Ｒ
ｺ
ｰ
ド
か
ら

一
般
質
問
の
動
画

が
見
ら
れ
ま
す



女川で輝いている人、団体を紹介しています。

　

女
川
高
等
学
園
は
、
平
成

28
年
４
月
開
校
。
３
年
間
全

寮
制
を
特
徴
と
し
、
普
通
教

科
の
学
習
に
加
え
て
、
専
門

教
科
（
サ
ー
ビ
ス
・
食
品
製

造
・
福
祉
）
の
実
習
や
産
業

現
場
等
に
お
け
る
実
習
を
中

心
に
、
知
識
や
技
能
を
培
い

ま
す
。

　

１
年
生
は
10
日
間
程
、
町

内
の
事
業
所
で
研
修
し
ま
す
。

就
職
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
で

女
川
町
に
住
み
、
仕
事
を
し

て
い
る
生
徒
さ
ん
も
複
数
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
宮
城
県
水
産

加
工
品
品
評
会
で
、
ほ
や
茶

づ
け
が
「
宮
城
県
知
事
賞
」

を
、
ま
た
、
ぼ
う
さ
い
甲
子

園
で
は
「
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を

受
賞
す
る
な
ど
、
何
度
も
賞

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
女
川
町
庁
舎
内
で
、

コ
ー
ヒ
ー
等
の
販
売
を
行
い
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ

い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

校
内
（
白
亜
館
）
で
「
カ

フ
ェ
」
も
、
と
き
ど
き
営
業

し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
さ
ん
た
ち
は
女
川
が

大
好
き
で
、
駅
前
で
の
食
事

や
、
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、
釣
り
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

議
会
よ
り

　

町
内
の
事
業
所
や
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
い
る
生
徒
さ
ん
た
ち
。

　

町
内
で
仕
事
を
し
、
が
ん

ば
っ
て
い
る
こ
と
を
、
と
て

も
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
活
動
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

「
カ
フ
ェ
」
に
ど
う
ぞ
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

　

４
月
５
日
、
し
お
か
ぜ
保

育
所
の
入
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
し
く
入
所
し
た
お

と
も
だ
ち
の
前
で
元
気
よ
く

返
事
を
す
る
お
姉
さ
ん
、
お

兄
さ
ん
、
立
派
で
し
た
。

し
お
か
ぜ
保
育
所
入
所
式
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的
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自
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て

表 

紙 

説 

明

サービスコ
ース

食品製造コ
ース

福祉コース

宮
城
県
立
支
援
学
校

女
川
高
等
学
園

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

未来に向かって
一人ひとりの個性を活かして

未来に向かって
一人ひとりの個性を活かして

食品製造コ
ース

福祉コースサービスコ
ース


